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１．諸般の報告 

（１）観光誘客の促進 

① 観光需要の喚起 

   ア いば旅あんしん割事業の現状 

旅行割引支援である「いば旅あんしん割」は、実施期間の延長や 

支援対象地域を拡大したほか、インターネットの旅行予約サイトを 

活用した予約受付を開始。 

 

     【実施期間の延長】 

公表日 延長後期限 

－ 3月31日 

3月28日 4月28日 

4月20日 5月31日 

5月20日 6月30日※ 

※７月１日チェックアウト分まで 

 

     【支援対象地域】計８県 

茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 

千葉県 神奈川県 山梨県 福島県 

 

     【予約方法の拡充】 

予約 

サイト 
じゃらん 

楽天 

トラベル 
JTB 

Yahoo 

トラベル 

るるぶ 

トラベル 

予約 

開始日 
6月1日 6月6日 6月6日 6月8日 6月8日 

 

イ いばらきフラワーパークの状況 

 民間事業者の発想やノウハウを活かしたリニューアルオープンから 

１年が経過。コロナ禍で休園期間がありながらも、コロナ禍前を上回 

る入園者を記録。                        

 R3年度 R1年度 
対R1増減 

（対R1比） 

入園者数 
207,923人 

※ 
200,001人 

＋7,922人 

(104％) 

※R3年度は、4/29にリニューアルオープン。 

また、8/6～9/30は緊急事態宣言等に伴い休園。 

 

ウ 偕楽園・歴史館エリアの魅力向上 

    偕楽園拡張部において、Park-PFI 制度を活用した公募により選定し 

た事業者が令和４年４月１日にレストラン整備に着工。 

【認定事業者】 

・偕楽園月池パークレストラン共同事業体 

代表法人： アイ・ケイ・ケイ(株) 
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【計画概要】 

・計画区域： 偕楽園拡張部月池地区(水戸市千波町) 約１.６ha 

・認定期間： 令和３年６月１日から２０年間 

・計画施設： 迎賓機能を備えたパークレストラン 

【今後の予定】 

・供用開始： 令和５年４月（予定） 

【施設名称】 

・The 迎賓館 偕楽園 別邸 

 

② 外国人観光客の受入再開 

 ア 水際対策の緩和 

   ・６月１日～  １日当たりの入国者数上限が２万人へ拡大 

   ・６月１０日～ 外国人観光客の新規入国が再開 

           ※添乗員同行のパッケージツアー客に限定 

 

 イ 訪日観光実証事業の受入 

   訪日観光再開に向けた必要な検証を行うため、観光庁が実施した 

少人数でのパッケージツアー形式での実証事業を本県でも受入。 

受入 

対象国 

県内 

訪問日程 
主な県内訪問先 

米国 

（ハワイ） 
5/26～27 

酒列磯前神社、竜神大吊橋、袋田の滝等 

【水戸市泊】 

タイ 
5/26～27 

5/29 

つむぎの館、那珂湊おさかな市場、 

大洗磯前神社等 【つくば市泊】 

 

③ 茨城空港の現状 

ア 神戸便の増便 

３月２７日～ 神戸便が約１年半ぶりに１日３往復に増便。 

    

   イ スカイマークによるピカチュウジェット茨城空港発着チャーター便

の運航 

     スカイマークにより、特別塗装機「ピカチュウジェット」を使用した 

チャーター便が運航。 

     ・日 程：６月１１日（土） 

     ・内 容：「茨城－中部（セントレア）」を結ぶ日帰りフライト 

     ・座席数：１７７席（満席） 

3

3



 
 

   ウ ＦＤＡチャーター便及び茨城空港発着遊覧飛行の運航 

    ○広島、隠岐、稚内へのチャーター便運航 

【チャーター便（実績）】 

発着空港 日  程 

茨城－広島 
5月18日（水）～5月20日（金）【２泊３日】 

5月24日（火）～5月26日（木）【２泊３日】 

茨城－隠岐 5月21日（土）～5月23日（月）【２泊３日】 

 

【チャーター便（計画）】 

発着空港 日  程 

茨城－稚内 
6月21日（火）～6月24日（金）【３泊４日】 

6月27日（月）～6月30日（木）【３泊４日】 

 

    ○茨城空港発着遊覧飛行の運航 

     昨年１０月、今年１月に続き、３回目となる茨城空港発着遊覧飛行 

    を実施。 

     ・日 程：５月２１日（土） 

     ・内 容：茨城県内や東北地方上空を周遊する約２時間のツアー 

     ・座席数：７７席（満席） ※茨城県民限定 

 

④ ２０２３年Ｇ７サミット関係閣僚会合の誘致 

  ２０２３年に開催されるＧ７サミットにおいて、外務または財務大臣 

会合の水戸市誘致を目指し、国への要望活動等を実施。 

 ア 県議会第１回Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会 

   ・開催日：４月１３日（水） 

  

 イ 関係機関と連携した要望活動 

○松野博一内閣官房長官への要望 

   ・要望日：４月２６日（火） 

 

  ○財務省への要望 

   県、県議会（Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会）、水戸市が合同で 

要望活動を実施。 

 ・要望日：４月２６日（火） 

 ・相手方：藤原崇財務大臣政務官 

 

 ※県議会（Ｇ７関係閣僚会合誘致推進協議会）では外務省も訪問。 
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（２）ブランド化の取組 

  ① 重点品目ブランド確立及び販路拡大 

    高級果実店や百貨店、ホテル等で重点品目のフェアを開催。 

   ○高級果実店でのメニューフェア等の開催 

店 舗 名 期 間 メニュー等 

西村總本店【新規】 5/11～ イバラキング【青果】 

渋谷西村フルーツパーラー 

【新規】 
6/3～17 

イバラキングセット 

【カットフルーツ、 

シャーベット、 

フレッシュジュース】 

いたがき（仙台市） 

【新規】 
5/27～ 

イバラキング【青果】、 

メロンパフェ、 

メロンフロマージュ等 

新宿高野 

タカノフルーツパーラー 
6/3～6 

茨城県産イバラキング

のパフェ 

 

   ○百貨店等でのフェア開催 

店 舗 名 期 間 品 目 

新宿伊勢丹 5/25～31 
イバラキング、 

常陸の輝き 

柏髙島屋 5/25～6/7 
イバラキング、 

常陸牛、常陸の輝き 

日本橋三越 等 

（サン・フルーツ） 
6/1～7 イバラキング 

新宿髙島屋 6/10～12 
イバラキング、 

常陸牛、常陸の輝き 

玉川髙島屋 6/15～21 
イバラキング、 

常陸牛、常陸の輝き 

関西方面の髙島屋６店舗 

（大阪･堺･泉北･京都･洛西･岡山） 

【新規】 

6/8～14 イバラキング 

 

   【イオングループ】 

店 舗 名 期 間 品 目 

イオン北関東４２店舗 5/25～30 
イバラキング、 

常陸牛、常陸の輝き 

イオン北海道５１店舗 5/20～22 イバラキング 
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   ○ホテル等でのフェア開催 

ホテル名等 期 間 品 目 

フォーシーズンズホテル 

東京大手町 

【新規】 

5/1～31 イバラキング、常陸牛 

ホテルグランヴィア京都 

【新規】 
5/9～6/30 イバラキング 

リーガロイヤルホテル大阪 6/1～30 イバラキング、常陸牛 

八芳園 ＭｕＳｕＢｕ 

【新規】 

5/11～15 

5/18～22 
イバラキング 

  

  ②「イバラキング」のＰＲ 

   ア 「IBARAKI melon King&Queen Selection」 

    ＪＡほこた、ＪＡ茨城旭村、ＪＡ水戸と連携し、糖度１６度以上を 

保証した青肉のイバラキングと赤肉メロンのクインシー又はレノンを 

セットにしたギフト向け限定販売を実施。 

 ・販 売 数：１８０セット 

 ・販売価格：４，３２０円（税込） ※送料別 

 ・販売店舗 

販売方法 店舗名 販売期間 

店頭 

IBARAKI sense 5月18日～ 

八芳園 ＭｕＳｕＢｕ 
5月11日～15日 

5月18日～22日 

オンライン 
IBARAKI sense オンラインストア 5月18日～6月7日 

髙島屋オンラインストア 5月25日～6月7日 

 

   イ テレビへの露出（主なもの） 

    ○フジテレビ 

・番組名：「ＮＯＮ ＳＴＯＰ！」 

・放送日：５月２４日（火） 

・内 容：セット販売の紹介、イバラキング試食 

 

    ○日本テレビ 

  ・番組名：「ヒルナンデス！」 

  ・放送日：５月２５日（水） 

  ・内 容：イバラキングの生産者及び直売所の紹介 
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（３）国際ビジネスの推進 

① 令和３年度農産物の輸出実績 

  昨年度比３２％増の約９億７，５３０万円（過去最高額） 

 （単位：百万円）    

品目 R2年度 
R3年度 

(前年度比(%)) 
主な輸出先国・地域 

青果物 

(かんしょ、梨、 

メロン等) 

311.6 430.4(138) タイ、カナダ、香港 

コメ 291.2 361.0(124) 
香港、シンガポール、

アメリカ 

畜産物 

(常陸牛、鶏卵) 
134.6 183.9(137) 

香港、シンガポール、

アメリカ 

農産物計 737.4 975.3(132)  

※県事業等を通じて関与及び支援した事業者などへの聞き取り調査結果（県調べ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② アメリカ向けメロンの本格輸出開始 

   昨年１１月に米国本土向けのメロン輸出が解禁され、本県が全国で 

初めて輸出を実現。今年度から、米国向けメロンの本格輸出を開始。 

品種 レノン タカミ タカミレッド 

輸出先 アメリカ本土・ハワイ 

販売期間 5/26～6 月中旬 6/20～7 月中旬（予定） 

産地 ＪＡ水戸 ＪＡ常総ひかり 
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  ③ 台湾との経済交流の促進 

   ア 県産品の輸出促進 

    ○「Food Taipei 2022」への出展 

     台湾での県産品の販路拡大を図るため、台北市内で開催される 

    「Food Taipei」に出展する。 

     ・期 間：６月２２日（水）～６月２５日（土） 

     ・場 所：台北世界貿易センター 

     ・品 目：コメ、常陸牛、加工食品、地酒等 

     ・内 容：上記品目の市場調査やバイヤーとの商談を実施 

      

    ○県産品のテスト販売の実施 

     台湾における県産品の本格的な営業活動に向け、現地消費者・商社 

    等の商品評価や意見を収集するためのテスト販売を実施。 

・時 期：８月中旬（１０日間程度） 

・場 所：台北１０１（台北市内の大型ショッピングモール） 

 

   イ 本県への誘客促進 

○大規模プロモーションの実施 

     本県を強烈に印象づけるための大規模プロモーションの第１弾と 

 して、８月に現地でのジャック広告等を実施。 

 ・期 間：８月１日～９月２日 

 ・場 所：台北市内 

・内 容：メインストリートにおけるジャック広告 

ＳＮＳプロモーション 

旅行博出展（8/19～22）・観光商談会（8 月下旬）等 
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県出資法人 事業実績・事業計画の概要 
 

    所管部局課 営業戦略部 国際渉外チーム 
１ 出資法人の概要 
① 団体の名称 公益財団法人茨城県国際交流協会 

② 所 在 地 水戸市千波町後川７４５ 

③ 設立年月日 平成２年１０月１日 

④ 代表者名 理事長 根本 博文 

⑤ 基本財産・資本金 ４９１，４００千円 

⑥ 設立根拠 
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律 
・公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係

法律の整備等に関する法律第４４条 

⑦ 設立目的・経緯 
県民の国際交流・協力活動及び国際理解の促進とともに、多文化共生の

地域づくりを推進することにより、国際感覚豊かな人材の育成と多様性の

ある活力にあふれた地域社会の創造に寄与することを目的とする。 

⑧ 組織 
（令和4年4月1日現在） 

役職員数 理事２１人 監事２人 常勤職員等 ５名 
嘱託職員 １４名 

組織機構 
理事長  （専務理事）  事務局長    総務課 
                    交流推進課 
（上海事務所） 
  所長   （嘱託職員） 

⑨ 出資状況 

（上位５団体） 
1 茨城県          300,000千円、61.1％ 
2 県内全市町村    100,000千円、20.4％ 
3 常陽銀行         25,000千円、 5.1％ 
4 筑波銀行         16,000千円、 3.3％ 
5 日立グループ     10,000千円、 2.0％ 

⑩ 資産状況 
（令和4年3月31日現在） 

（単位：千円） 
 金額 摘要 
流動資産 
固定資産 

66,123 
499,370 

現金預金等 
県債等 

資産合計 565,493  
流動負債 
固定負債 

9,897 
1,324 

未払金等 

負債合計 11,221  
正味財産 554,272  
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２ 令和３年度事業実績 
（１）事業内容 
  ① 共に目指す多文化共生社会づくり 

ア コミュニケーション支援 
本県で生活していく上で住民として必要な情報が得られるよう、ホームペー

ジ、フェイスブック、外国人支援図書など多様な媒体を活用し、多言語による

情報提供を行った。（※） 
また、日本語教室等関係者の連絡会議や新規学習支援者の開拓講座等を実施

したほか、日本語教授法講座を実施するボランティア日本語教室を支援した。 

 
※対応言語：10 言語（日本語、英語、中国語、ポルトガル語、タイ語、タガログ語、

スペイン語、韓国語、インドネシア語、ベトナム語） 

（実績）・ホームページアクセス件数（日本語及び多言語）：２２，４０２件 
・多言語での生活ガイドブック、災害時マニュアル、メディカルハン

ドブック等支援図書による情報提供 
・地域日本語教育関係者連絡会議の開催（４回、１０１名） 
・新規学習支援者開拓講座の開催（１５回、５３名） 
・日本語教授法講座の実施（派遣先：８団体，参加者数：２０２名） 

         うち１案件は、外国人児童・生徒に対する日本語教育支援者 

養成講座（実践編）の開催 

 

イ 外国人相談体制の充実 
外国人相談センターにおいて、外国人が生活する上での疑問や問題を解決す

るため、多言語により、法律、労働、教育、婚姻などの生活全般について、相

談に対応した。 

（実績）外国人相談センターへの相談件数：１，１５７件 
 

ウ 多文化共生のためのサポーターバンクの運営 
語学ボランティアや日々の生活へのアドバイスをしてくれる人材を登録して

外国人の支援者拡大を図るとともに、その人材を活用し、外国人の支援や相互

理解の促進を図った。 
（実績）多文化共生サポーターバンク登録者数（区分により重複登録） 

区分 登録状況 
語学サポーター ３１言語 ２７８名 
医療通訳サポーター １９言語 １３５名 
災害時語学サポーター ２０言語 １５６名 
外国人のための地域生活アドバイザー ５９名 
各国事情紹介講師 １７０名 
ホームステイ・ホストファミリー ８６名 

合  計 延べ ８８４名 
 

   エ 災害時・緊急時の在住外国人支援体制の充実・強化 
     災害や緊急時に、日本語が不自由、または生活環境に不慣れな外国人を支援す

るため、災害時に外国人支援に従事する関係者向けの研修に参加するなど、連

携体制の強化を図った。 
（実績）・災害時外国人支援研修（入門、専門、実地）への参加 

・災害時の多言語情報翻訳シミュレーション訓練の実施 
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② グローバル交流の推進 
ア 県民の国際交流活動の推進 

   県、市町村、市町村国際交流推進組織、民間国際交流協力団体等との連携に

より、県民の国際交流活動への参加を促し、活動の充実を図った。 
（実績）・国際交流協力事業ボランティア（登録者：１３名） 

 

 イ 留学生の多様な社会体験機会の提供 
   県内で学ぶ留学生を対象として、本県に立地する企業、文化施設などを訪問

し、将来地域社会に貢献し本県との架け橋となる人材の育成を図った。 

   （実績）・クエスト茨城留学生研修（参加者：３９名） 

 

  ③ グローバル社会へ向けた人づくり 
   ア 相互理解・国際理解の推進 

県内の留学生を親善大使として任命し、国際交流事業に活用するとともに、学

校や生涯学習の場へ国際理解教育講師を派遣することにより、県民の国際感覚を

醸成し、相互理解・国際理解を深めた。また、外国人による日本語スピーチコン

テストを実施し、県民との相互理解を図るとともに、外国人の日本語学習意欲を

醸成した。 
（実績）・茨城県留学生親善大使登録者数：１７カ国６１名 

・ワールドキャラバン国際理解教育講師等派遣事業 
（派遣回数：５０回、参加者数：３，７４４名） 

・外国人による日本語スピーチコンテスト 
（令和４年２月１９日、発表者：１４名） 

 

  ④ 上海事務所運営事業 
中国における県内企業のビジネス活動や本県の産業拡大を支援するとともに、本

県の観光情報のＰＲを行った。また、中国に関する情報の収集・提供を行い、日中

の友好交流活動を支援した。（実績）別紙のとおり 
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（２）収支状況                             （単位：千円） 
科目 Ｒ３年度決算 摘要 

基本財産運用益 

受取会費 

事業収益 

受取補助金等 

その他の収入 

５，１２１ 
９９８ 

２，９３０ 
７５，９０７ 
６，３２４ 

 
賛助会員受取会費 
委託金 
県からの補助金 
寄附金等 

経常収益計 ① ９１，２８０  
 事業費 

 管理費 

８２，５１１ 
１４，１２７ 

 

経常費用計 ② ９６，６３８  
当期経常増減額 ③（①－②） △５，３５８  
経常外収益計 ④ ０  
経常外費用計 ⑤ ０  
当期経常外増減額 ⑥ ０  
法人税等 ⑦ ０  
当期一般正味財産増減額 

（当期利益）⑧（③＋⑥－⑦） 
△５，３５８ 

 

正味財産期首残高計 ⑨ ５５９，６３１  
当期指定正味財産増減額 ⑩ ０  
正味財産期末残高 ⑪ 

（⑧＋⑨＋⑩） 
５５４，２７３  

 
（３）補助金等の受入状況                      （単位：千円） 

科目 Ｒ３年度決算 摘要 
出資金 ０  
委託金 ２，９３０  

補助金 ７５，９０７ 国際交流協会運営費補助金    46,700 
上海事務所事業費補助金     28,539 
民間助成金              668 

貸付金 ０  

損失補償限度額 
年度末残高 

０ 
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３ 令和４年度事業計画 
（１）事業内容 
 ① 共に目指す多文化共生社会づくり 

ア コミュニケーション支援 
リニューアルしたホームページを効果的に活用するほか、フェイスブックな

どを活用し、多言語による情報提供を行う（※）。  
また、地域日本語教育の体制づくりを効果的に進めるため、地域日本語教育

推進員を新たに設置し、日本語教室関係者連絡会議や日本語学習支援者開拓講
座を開催する。 

※対応言語：11言語（日本語、英語、中国語、ポルトガル語、タイ語、タガログ語、 
スペイン語、韓国語、インドネシア語、ベトナム語、シンハラ語） 

 
イ 外国人相談体制の充実 

外国人相談センターにおいて、新たにシンハラ語を加え、外国人が生活する
上での疑問や問題を解決するため、多言語により、法律、労働、教育、婚姻な
どの相談に年間を通じて対応する。 

 
ウ 多文化共生のためのサポーターバンクの運営 

「語学サポーター」「災害時語学サポーター」「医療通訳サポーター」「外
国人のための地域生活アドバイザー」「各国事情紹介講師」「ホームステイホ
ストファミリー」等外国人支援や相互理解を進めるための人材を登録、活用し、
外国人のサポート体制づくりを行う。 

 
② グローバル交流の推進 
ア 県民の国際交流活動の推進 

   県、市町村、市町村国際交流推進組織、民間国際交流協力団体等との連携に
より、県民の国際交流活動への参加を促し、活動の充実を図る。 

 
 イ 企業の海外展開等への協力 
   留学生等の協力を得て、県内企業の海外進出や対日投資への協力を行うとと

もに、留学生が県内企業への理解を深めるための事業を行う。 
 

ウ 観光分野等の語学協力 
  語学サポーターへの啓発等、外国人受け入れへの支援者の拡充を図る。 

 
  ③ グローバル社会へ向けた人づくり 

ア 相互理解・国際理解の推進 
県民の国際感覚を醸成し、相互理解・国際理解を深めるため、県内の留学生を

親善大使として任命し、国際交流事業に活用するとともに、国際理解教育講師を
学校や生涯学習の場へ派遣する。 
また、外国人と県民との相互理解を図るとともに、外国人の日本語学習意欲を

醸成するため、外国人による日本語スピーチコンテストを実施する。 
 

 ④ 上海事務所運営事業 
中国企業等からの新たな投資を呼び込むため、本県の投資環境の PR や県内企業

等とのビジネスマッチングを実施する。 
また、拡大を続ける中国の消費市場をターゲットとし、県産品の販路拡大やイン

バウンド誘客に繋がる活動を展開する。 
さらに、中国における新たなビジネス展開に向けた各種情報の収集や関係者との

ネットワークの構築、地域間の経済交流の活性化に資する友好関係の構築に取り組
む。 
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（２）収支計画                        （単位：千円） 
科目 Ｒ４年度予算 摘要 

基本財産運用益 

受取会費 

事業収益 

受取補助金等 

その他の収入 

５，１２１ 
１，１３８ 
８，５７５ 

９１，１９０ 
２，５９２ 

 
賛助会員受取会費 
委託金 
県からの補助金 
寄附金等 

経常収益計 ① １０８，６１６  
 事業費 

 管理費 

９１，２０３ 
１７，７３４ 

 

経常費用計 ② １０８，９３７  
当期経常増減額 ③（①－②） △３２１  
経常外収益計 ④ ０  
経常外費用計 ⑤ ０  
当期経常外増減額 ⑥ ０  
法人税等 ⑦ ０  
当期一般正味財産増減額 

（当期利益）⑧（③＋⑥－⑦） 
△３２１ 

 

正味財産期首残高計 ⑨ ５５４，４４５  
当期指定正味財産増減額 ⑩ ０  
正味財産期末残高 ⑪ 

（⑧＋⑨＋⑩） 
５５４，１２４  

 
（３）補助金等の受入予定                   （単位：千円） 

科目 Ｒ４年度予算 摘要 
出資金 ０  
委託金 ８，５７５  

補助金 ９１，１９０ 国際交流協会運営費補助金    49,268 
上海事務所事業費補助金     41,722 
民間助成金              200 

貸付金 ０  

損失補償限度額 
年度末残高 

０ 
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別紙 

 

令和３年度茨城県上海事務所の活動状況 
 

【事務所の概要】 

事務所名  茨城県上海事務所 

(登記名：日本公益財団法人茨城県国際交流協会上海代表処) 

所 在 地  上海市長寧区延安西路2201号 

上海国際貿易センタービル1708室（104m2） 

開設時期  平成８年（1996年）11月27日 

職員体制  県職員駐在１名、現地職員２名 

※ 上海に独自海外事務所を設置している地方自治体 福島県、群馬県など19府県市 

（一般財団法人自治体国際化協会調査） 

 

【事業の内容】 

１ 本県の産業拡大への支援 

見本市への出展等により、本県の観光物産、県産品や茨城空港の PR を実施したほ

か、対日投資促進に向けたPR活動を実施した。 

 

２ 企業活動支援事業 

商談会への合同出展、現地バイヤーとのマッチングや中国の経済事情の調査等を実

施し、県内企業の中国における販路開拓を支援した。 

 

３ 日中友好活動支援 

中国事情に関する情報提供を実施した。 

 

４ 上海ネットワークの構築 

・上海茨城県人会運営協力 
上海市等に在住している本県出身者をネットワーク化し、情報交換となる場を提供
している。今年度は上海市からのイベント開催自粛の要請を受け、県人会の開催を
見送った。会員205名。 

・上海茨城留学生協議会運営協力 

本県への留学経験者のネットワークを新たに茨城の PR 組織として位置付け、上海

茨城県人会と連携した活動を展開している。今年度は上海市からのイベント開催自

粛の要請を受け、留学生協議会の開催を見送った。会員126名。 

 

【活動支援件数】 

 H29 H30 R1 R2 R3 

本県の産業拡大への支援 110 135 131 50 46 

企業活動支援事業 27 31 1 8 18 

日中友好活動支援 13 12 0 1 5 

その他 55 38 37 11 6 

 205 216 169 70 75 
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